
第第一一報報告告概概要要（（11）） （（ダダナナンン経経済済大大学学ググエエンン・・フフッックク・・ググエエンン准准教教授授））
““DDooeess  TTrraannssffoorrmmaattiioonnaall  LLeeaaddeerrsshhiipp  IInnfflluueennccee  OOrrggaanniizzaattiioonnaall  CCuullttuurree  aanndd  OOrrggaanniizzaattiioonnaall  PPeerrffoorrmmaannccee::  
EEmmppiirriiccaall  EEvviiddeennccee  ffrroomm  EEmmeerrggiinngg  EEccoonnoommyy””

ここれれままでで変変革革的的リリーーダダーーシシッッププとといいええばばそそののリリーーダダーーシシッッププののススタタイイルルがが組組織織のの文文化化ややパパフフォォーーママンンススにに影影響響すするるとといい

ううここととががメメイインンででああっったた。。

変変革革的的リリーーダダーーシシッッププをを形形成成すするる44つつのの要要因因（（11..理理想想化化さされれたた影影響響 22..知知的的刺刺激激 33..イインンススピピレレーーシショョンンのの活活性性化化 44..個個別別

のの配配慮慮））がが組組織織文文化化及及びび組組織織ののパパフフォォーーママンンススににどどののよよううにに影影響響をを与与ええてていいるるかかににテテーーママをを絞絞っってて発発表表ししたたいい。。ままたたそそのの

44つつのの要要因因ににつついいてて具具体体的的にに分分析析ししたたいい。。

ここれれままででのの変変革革的的リリーーダダーーシシッッププはは44つつのの要要因因がが企企業業ののパパフフォォーーママンンススにに影影響響をを与与ええるるとといいうう研研究究にに限限らられれてていいるる。。組組

織織のの文文化化、、変変革革的的リリーーダダーーシシッッププとと企企業業のの成成果果のの関関係係ににつついいててははああままりり研研究究さされれてていいなないい。。そそのの為為企企業業ががどどののよよううなな対対策策

ををととっってていいくくかかがが経経営営者者ににととっってて重重大大なな課課題題ととななっってていいるる。。22000033年年ににDDeenniissoonnととそそのの同同僚僚がが行行っったた調調査査でではは組組織織のの文文化化がが

どどののよよううにに成成果果ににつつななががるるののかか深深くく理理解解すするる必必要要ががああるるととさされれてていいるる。。

本本研研究究ににはは33つつのの目目的的ががああるる。。11..変変革革的的リリーーダダーーシシッッププのの要要素素がが組組織織文文化化ととパパフフォォーーママンンススににどどののよよううにに影影響響をを与与ええてて

いいるるかかのの調調査査 22..組組織織文文化化ががどどののよよううににパパフフォォーーママンンススにに与与ええるる影影響響 33..変変革革的的リリーーダダーーシシッッププとと組組織織ののパパフフォォーーママンンスス

のの関関係係ににてて仲仲介介的的変変数数ととししててのの組組織織文文化化ににつついいてて調調べべるるここととででああるる。。



第第一一報報告告概概要要（（22）） （（ダダナナンン経経済済大大学学ググエエンン・・フフッックク・・ググエエンン准准教教授授））
““DDooeess  TTrraannssffoorrmmaattiioonnaall  LLeeaaddeerrsshhiipp  IInnfflluueennccee  OOrrggaanniizzaattiioonnaall  CCuullttuurree  aanndd  OOrrggaanniizzaattiioonnaall  
PPeerrffoorrmmaannccee::  EEmmppiirriiccaall  EEvviiddeennccee  ffrroomm  EEmmeerrggiinngg  EEccoonnoommyy””

いいくくつつかかのの仮仮説説ををああげげ、、画画面面ススラライイドド66--88ににててモモデデルルをを構構築築しし、、検検証証ののたためめののアアンンケケ－－トトをを行行っったた。。

製製造造業業にに携携わわるる441144社社のの企企業業よよりり998822のの回回答答をを得得たた。。国国営営企企業業・・民民間間企企業業及及びび外外資資企企業業がが含含ままれれてていい
るる。。代代表表的的なな企企業業をを選選定定ししたた。。製製造造業業をを対対象象ににししたたののはは管管理理のの傾傾向向をを表表ししてていいるるとと言言ええるるかかららででああ
るる。。

測測定定ににつついいててははAAvvoolliiooにに基基づづいいてて実実施施。。組組織織文文化化ににつついいててははDDeenniissoonnのの方方法法をを使使用用ししたた。。組組織織ののパパ
フフォォーーママンンススににつついいててははYYiillmmaazz＆＆EErrgguunn((22000088))おおよよびびWWaannggのの手手法法をを取取りり入入れれたた。。

分分析析のの結結果果測測定定すするる指指標標ととのの相相関関性性がが高高いいとといいええるる。。一一つつのの仮仮説説（（知知的的刺刺激激））だだけけはは組組織織ののパパ
フフォォーーママンンススにに与与ええるる影影響響のの相相関関ががみみらられれななかかっったた。。



第第一一報報告告概概要要（（33）） ダダナナンン経経済済大大学学ググエエンン・・フフッックク・・ググエエンン准准教教授授
““DDooeess  TTrraannssffoorrmmaattiioonnaall  LLeeaaddeerrsshhiipp  IInnfflluueennccee  OOrrggaanniizzaattiioonnaall  CCuullttuurree  aanndd  OOrrggaanniizzaattiioonnaall  
PPeerrffoorrmmaannccee::  EEmmppiirriiccaall  EEvviiddeennccee  ffrroomm  EEmmeerrggiinngg  EEccoonnoommyy””

33つつのの成成果果ががああっったた。。

11点点目目ははここれれままででのの研研究究でではは変変革革的的リリーーダダーーシシッッププはは組組織織ののパパフフォォーーママンンススにに影影響響をを与与ええたたここととはは証証
明明さされれてていいたたがが、、ここのの調調査査にによよりり特特にに33つつのの要要因因がが影影響響をを与与ええてていいるるここととがが分分かかっったた。。ここのの発発見見はは変変
革革的的リリーーダダーーシシッッププのの研研究究ににおおいいてて新新ししいい発発見見だだとと考考ええるる。。

22点点目目はは変変革革的的リリーーダダーーシシッッププとと44つつのの要要因因がが組組織織のの文文化化にに影影響響をを与与ええてて、、組組織織のの文文化化をを構構成成ににつつなな
ががるるこことともも分分かかっったた。。

最最後後にに組組織織のの文文化化がが組組織織ののメメンンババーーのの個個別別のの行行動動にに影影響響をを与与ええそそれれをを通通じじてて組組織織ののパパフフォォーーママンンスス
にに影影響響をを与与ええるるここととがが分分かかっったた。。

結結果果かかららみみるるとと変変革革的的リリーーダダーーシシッッププははそそのの企企業業のの創創立立者者にに影影響響をを与与ええてて、、そそのの下下ににいいるるリリーーダダーー
ににもも影影響響をを与与ええてていいるるここととががわわかかっったた。。DDeenniissoonnのの企企業業文文化化モモデデルルははここれれままでで先先進進国国にに実実施施さされれててきき
たたがが開開発発途途上上国国ででもも効効果果ががああるるここととがが分分かかっったた。。



第第一一報報告告概概要要（（44）） ダダナナンン経経済済大大学学ググエエンン・・フフッックク・・ググエエンン准准教教授授
““DDooeess  TTrraannssffoorrmmaattiioonnaall  LLeeaaddeerrsshhiipp  IInnfflluueennccee  OOrrggaanniizzaattiioonnaall  CCuullttuurree  aanndd  OOrrggaanniizzaattiioonnaall  
PPeerrffoorrmmaannccee::  EEmmppiirriiccaall  EEvviiddeennccee  ffrroomm  EEmmeerrggiinngg  EEccoonnoommyy””

研研究究結結果果かかららのの提提案案：：

11..組組織織ののリリーーダダーーはは組組織織のの望望むむ成成果果にに貢貢献献すするる態態度度やや行行動動をを促促すす労労働働環環境境をを構構築築すするるここととにによよりりそそ
のの組組織織ののパパフフォォーーママンンススにに間間接接的的、、直直接接的的にに影影響響をを与与ええるるここととががででききるる。。

22..変変革革的的リリーーダダーーシシッッププはは明明確確ななビビジジョョンンをを設設定定しし、、メメンンババーーとと信信頼頼関関係係をを構構築築ししフフォォロロワワーー（（従従
業業員員））にに自自信信とと意意欲欲、、目目的的意意識識をを与与ええるるここととででそそのの有有効効性性をを実実感感ししててももららいいパパフフォォーーママンンスス向向上上にに
つつななげげるるここととががででききるる。。

ここのの提提案案はは長長年年一一つつのの企企業業にに勤勤めめるる傾傾向向がが強強いい日日系系企企業業ににもも効効果果ががああるるとと考考ええるる。。リリーーダダーーががそそのの
組組織織文文化化をを理理解解しし後後続続のの社社員員にに伝伝ええるるここととががででききるるかかららででああるる。。ここのの研研究究はは雑雑誌誌ににもも送送りり、、査査読読中中
ででああるる。。


